
 

 

 

 

各分野における子育て移動応援の取組紹介 
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東日本旅客鉄道株式会社 

資料４-１ 



JR東日本グループの子育て支援事業「HAPPY CHILD PROJECT」の取組み

JR東日本グループでは、子育て支援事業「HAPPY CHILD PROJECT」を推進し、子育てのさまざまな不安・
負担の解消に貢献し、子どもと子育てのより良い未来をつくるため、社内外との共創・協業を強化しています。

仕事と家庭の両立をサポートし地域に貢献したい。そんな思いのもと、JR東日本グループでは、首都圏を中心
とした沿線に保育園を始めとする子育て支援施設の開設や親子でできるイベント開催など子育て中の家族を応援
する幅広い取組みを進めています。
JR東日本グループではこれらを総称し「HAPPY CHILD PROJECT」と呼び、今後も子育て
に関する様々なニーズにお応えしながら、子育て支援から暮らしやすい沿線づくりへと歩みを
すすめ、安心で快適な子育て環境の未来へ挑みます。

〈Website〉 子育て支援事業「HAPPY CHILD PROJECT」：JR東日本 (jreast.co.jp)
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https://www.jreast.co.jp/kosodate/


① お子さまの一時保育事業「 駅ハピいく」

「ハピいく」
子育て世代の自分時間の確保やリフレッシュを

目的として、駅ビル館内で保育士が子どもをお預かりし、
育児中のママやパパに、ゆったりショッピングや

のんびりランチの時間を提供する事業

「駅いく」
駅員・保育士と一緒に、鉄道お仕事体験や

新幹線見学などのJRオリジナルコンテンツを提供し、
お預かり中のお子さまに体験・学びの時間を提供する事業

両方の魅力を詰め込んだ特別な体験プログラム

「駅ハピいく」

JR東日本スタートアップ株式会社と、「あすいく」を運営
する株式会社grow&partnersが、JR東日本盛岡支社・
盛岡駅ビル「フェザン」とともに、盛岡駅に隣接する「フェ
ザン」でお子さまをお預かりし、東北新幹線など盛岡駅の
コンテンツを活用した“預けたくなる保育”「駅ハピいくin
盛岡」を実施しました。

【プログラム】
あすいく×フェザン×JR 東日本 「駅ハピいく in 盛岡」
～ここにしかない、はやぶさ・こまちの切り離しを駅員
さんと見に行こう！～

【内容】
駅や電車利用のマナー紹介、はやぶさ・こまちの分割・
連結、田沢湖線見学、フェザン盛岡スタッフとさんさ踊り
教室、ショップ体験 等

「駅ハピいく in 盛岡」
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盛岡支社・盛岡統括センターによる
マナー教室や新幹線見学

フェザンによるさんさ踊り教室
・ショップスタッフ体験

▪２日間の利用者は12名 （30日 5名・31日 7名）
▪保育士を各日常時2名配置し、駅構内では統括センター社員の指導

で移動するなど安全対策を徹底。
▪盛岡在住のほか、首都圏から参加した方が半数以上。

・特典（フェザン館内利用クーポン、ホテルメトロポリタン盛岡特別価
格等）もお客さまにご提供。

実施結果

子どもが好きなことをしなが
らお預かりしていただけると、
本当に罪悪感なく助かる。

【お客さまの声】
子どもも普段できない経験を、
親もゆっくりショッピングを
楽しむことができ、互いに
充実した日曜日を過ごせた。



人気列車の乗車や車両基地の
見学、運転士体験など、当社なら
ではの企画

JR東日本グループは、グループ経営ビジョン「変革2027」のもとESG経営を実践し、地域社会の発展に貢献するとともに、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に取り組んでいます。
SDGsの目標4「質の高い教育をみんなに」に基づき、今後も当社ならではの魅力あふれるコースを企画・設定し、東日本エリアや鉄道旅行の魅力を発信していきます。

② 子ども向け体験学習型ツアー「フレテミーナ」

JR 東日本とJR 東日本びゅうツーリズム＆セールスは、「フレテミーナ」を通して、次世代を担う子どもたちに向けて「鉄道の旅」と
「旅を通じたさまざまな本物の体験」を提供することで、子どもたちの成長とご家族の思い出づくりを応援する取組みを行っています。
〈Website〉 フレテミーナプランのコンセプト

大人と子どもそれぞれに
合わせた食事を提供

温泉や充実の遊び場など、
思い出に残る宿

貸切列車などにより、効率よく
回れて子ども連れでも疲れない

その土地ならではの体験、個人では
できない体験

自然や食を通して、東日本エリアの
地域性や風土を感じられる企画

魅力的な地域資源による観光中心の“エリア軸”×多様化する趣味嗜好からつながる“コンテンツ軸”

＝東日本エリアへのファミリー層の流動を創造
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https://www.jreast.co.jp/kosodate/fretemina/


➂ おしごと体験学習「ことむすび」

JR東日本では、おしごと体験学習「ことむすび」を2023年３月より開始しました。小学生の親子を対象に鉄道を中心としたリアル
体験と、新学習指導要領に準拠した座学を組み合わせた「学校の勉強が分かる！面白くなる！」職業体験学習を、JR東日本運営のEC
サイトにて販売しています。 ※2024年度キッズデザイン賞受賞
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社会的背景

幼少期の体験活動の重要性が叫ばれ

ているが、実社会や職業に触れられる

機会が少ない

顧客・ニーズ

子どもに良質な体験学習を通して、

学校の勉強や将来の仕事への

興味・関心を持たせたい両親

商品の特長

仕事の現場でのリアルな職業体験と、

学校の勉強（新学習指導要領）に関連

付けた教育プログラムで楽しく学べる

（各回1.5～2時間程度）

JR東日本の現業機関等が主体となって、自社単独でイベント
を開催。付加価値の高いイベントを平均1万円程度で提供。

【実績】
約70回の自社イベントを実施し、約450組（900名）の親子の
お客さまが参加。
販売した商品はほぼ完売（消化率９５％超）、高いニーズを実証。

【お客さまの声】

2023年度

普段めったに入
れない場所に
入ることでき、
鉄道の仕事の
一端に触れる
ことができた。

勉強と好きなもの、
興味の持てるもの
をむすびつけるこ
とで知見を広げる
という意味のある
内容でした。

JR東日本と企業がパートナーシップを結び、共催イベントとして、
１千円程度（実費見合い）で提供。

【コラボ企業】
鉄道関係、BtoBの製造業や塗装業、廃棄物処理・リサイクル業等
例：5月：藤原機械工業（埼玉・新座）、６月：シントーコー（埼玉・川
口）、10月：関東分岐器（埼玉・深谷）、１１月：大村商事（埼玉・志
木） ほか

202４年度

藤原機械工業㈱ ㈱シントーコー 大村商事㈱

【実現したいこと】 子どもたちに「学ぶ楽しさと働くことの素晴らしさ」を伝え、子どもたちの健やかな成長に貢献します。



④ 上野駅のベビー休憩室のリニューアル

上野駅中央改札内のベビー休憩室をより気軽に安心して利用できる施設として、カラフルな空間にリニューアル。

⑴ 壁面デザインはカラフルな配色とし、お子さまとの楽しい会話が生まれるよう動物のシルエット模様を採用。
⑵ 授乳室はより安心してご利用いただけるよう鍵付きのアコーディオンカーテンに変更。

 立ったままおむつを替えられる着替台も設置。
⑶ NewDays上野中央口では、おむつがなくてお困りのお客さまをサポートするため、おむつ販売を強化。

〈プレスリリース〉jreast.co.jp/press/2023/20240313_ho02.pdf
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外見 内観（扉） 内観（おむつ交換台） 内観（授乳室）

https://www.jreast.co.jp/press/2023/20240313_ho02.pdf
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下り 12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

のぞみ343号 東京発 11:18 新大阪着 13:45 ○ ○ ○ ○
のぞみ357号 東京発 12:09 新大阪着 14:36 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
のぞみ373号 東京発 13:09 新大阪着 15:36 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上り 12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

のぞみ348号 新大阪発 11:21 東京着 13:51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
のぞみ364号 新大阪発 12:21 東京着 14:51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
のぞみ380号 新大阪発 13:21 東京着 15:51 ○ ○ ○ ○ ○

２０２４年１１月８日 

東海旅客鉄道株式会社 

  年末年始に東海道新幹線「お子さま連れ車両」を設定します！  

今年の年末年始も東海道新幹線「のぞみ」の一部列車の指定席に「お子さま連れ車両」を設定

いたします！お子さま連れのお客様がご家族で周囲に気兼ねなくご乗車いただくことを目的と

した「お子さま連れ車両」は、東海道・山陽・九州新幹線のネット予約＆チケットレス乗車サー

ビス「エクスプレス予約」「スマートＥＸ」（以下、「ＥＸサービス」）のほか、駅や旅行会社の窓

口等でもお座席をご購入いただけます。年末年始の家族旅行や帰省にぜひご利用ください。 

 

１．「お子さま連れ車両」設定日・設定列車 

・２０２４年１２月２７日（金）～２０２５年１月５日（日） 

・１日片道２～３本、合計４８本設定予定  
※運転計画により変更する可能性がございます。 

※東京～新大阪間の「のぞみ」１２号車に設定。 

※「特大荷物スペースつき座席」および「特大荷物コーナーつき座席」の設定はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「お子さま連れ車両」発売方法等  

・発売箇所：「ＥＸサービス」等、駅・旅行会社の窓口、指定席券売機でご購入可能 

※一部の旅行会社の窓口および他社ネット予約サービスではご購入いただけない場合があります。  
※「ＥＸサービス」への入会・登録や年会費などの詳細については、「エクスプレス予約」ホームページ 

（https://expy.jp/）、「スマートＥＸ」ホームページ（https://smart-ex.jp/）をご覧ください。  

※おとな1名様以上から購入可能です。 

※お子さまの年齢制限等はございません。 

 

・発売開始：ご乗車日の１か月前の１０時 
※「ＥＸサービス」では、最大 1年先の指定席をご予約いただけるサービスを提供しておりますが、 

「お子さま連れ車両」は対象外となります。 
 

・購入方法：「ＥＸサービス」では、ネットで簡単に予約ができ、シートマップから 

お好きな座席も選べます。購入方法は別紙をご覧ください。 
※今後の発売情報等は X（旧 Twitter）アカウント「親子旅【JR東海公式】（@oyako_tabi）」で 

お知らせします。 
 

〈ご注意〉 

・お子さま連れではない一般のお客さまもご乗車になることがあります。 

・2023年度の年末年始まで販売していた旅行商品「お子さま連れ専用車両」とは異なる商品です。 

2024年ＧＷより、名称を「お子さま連れ車両」に変更し、「ＥＸサービス」等でご購入いただける商品とし

て発売しています。 



11:00

お子さま連れ車両：EXサービスでの購入方法別紙

◆ＥＸサービスのアプリやサイトの
「メニュー」画面から「新幹線予約」を選択。
◆「条件設定」画面で「席種(特大荷物、S Work他)」を
タップし、「お子さま連れ車両」を選択し、列車を検索。

◆ご指定いただいた条件のもと、「お子さま連れ車両」が
設定されている列車の一覧が「列車選択」画面に表示。
◆「商品選択」画面で「お子さま連れ車両」が設定されて
いることを確認し、ご希望の商品を選択。

以降、通常の
予約操作と同じ

※画像はすべてイメージです。

お好きな座席を
選べます！

2024/12/27（金）

2024/12/27（金）

2024/12/27（金）

席種(特大荷物、S Work他)

11:00

11:18

v

v

v

13:45

12:09 14:36

13:09 15:36

v373

v357

v343
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西日本旅客鉄道株式会社 

 

 

京都鉄道博物館で 

「親子で学びの冒険へ！旅育やってみよう！」 

～親子の絆を深め、お子様の成長を促す「旅育」を体感しませんか？～ 

 

 

 西日本旅客鉄道株式会社では、この度、「旅育」を体験いただける特別イベントを京都鉄道

博物館で開催します。 

 

 イベントでは、まず旅育コンサルタントの村田和子さんによる旅育ワークショップを体験

いただきます！親子で協力して取り組むおでかけ計画や一期一会の仲間づくりを通して、お

子様の達成感や主体性、コミュニケーション力を育みます。 

その後、京都鉄道博物館の学芸員による特別ガイドツアーも開催します！普段公開してい

ない車両を特別公開します。車両の特徴や歴史など社会とのつながりについて解説し、お子

様の理解を深めるとともに視野を広げます。 

 

 その後の、冬休みや春休みでのお子様との楽しいおでかけのきっかけになればと考えてお

ります。ぜひこの機会に奮ってご参加ください！ 

 

１．開催日時 

  2024 年 12 月 1 日（日）12:30～16:00 ※受付開始 12:00 

２．開催場所 

  京都鉄道博物館 3 階ホール 

３．ご参加の応募について 

  (1)対象 

  小学校 3～6 年生のお子様 1 名とその保護者の方 1 名（1 組 2 名様） 

計 36 組（72 名様） 

     ※お子様 1 名と保護者の方 1 名の組み合わせでご応募ください。 

        ※今回は難易度から、小学校 3～6 年生を対象としております。 

なお、ワークショップ参加以外のお子様を同伴しての参加はできません。 

     ※応募多数の場合は抽選となります。 

     ※参加者の発表は、参加者にのみメールでお知らせします。（11 月中旬予定） 

    ※参加される保護者の方は、以下(4)の事前オンラインセミナーへの参加が必須となります。 



    ※参加者には事前課題（自己紹介ボードの作成）に取り組んでいただき、 

当日お持ちいただきます。 

  (2)参加費 

     無料 

    ※京都鉄道博物館までの移動にかかる費用は各自ご負担いただきます。 

  (3)応募フォーム 

    URL：https://entry.jr-odekake.net/webapp/form/26553_hhnb_1/index.do 

    ※募集期間：2024 年 10 月 4 日（金）10：00～2024 年 10 月 20 日(日)23：59 

  (4)参加条件 

   参加される保護者の方には、当日のイベントに向けて、村田和子さんによるオンラ 

   インセミナー（無料）を事前に視聴いただきます。 

※詳細については、上記(1)※にある、参加者発表の連絡メールと同時にお知らせいたします。 

 

４．村田和子さんのご紹介  

  「人・地域・社会が旅を通じて元気になる」をモットーに活動。 

子どもが生後４カ月から親子旅を開始し、９歳までに４７都道府 

県を踏破。旅育ちの子どもは京都大学大学院に在学中。自らの「旅 

×子育て」の経験から「旅育メソッド🄬」を提唱し、２０１８ 

年「家族旅行で子どもの心と脳がぐんぐん育つ～旅育 BOOK(日 

本実業出版社)」を出版。テレビ、新聞などメディアで情報発信を 

する他、講演やイベント監修、企業アドバイザーなどを務める。 

 

※ 西日本旅客鉄道株式会社では、子育て世帯の鉄道でのおでかけを応援しています。 

JR 西日本のこどもおでかけ応援ポータル「ミライ」を通して、お子様連れのお客様に 

安心・快適に鉄道をご利用いただくための情報発信に取り組んでいます。なかでも、村 

田和子さんにもご協力をいただき、旅行を通じてお子様の成長につなげる「旅育」とい 

う観点から、親子の鉄道でのおでかけをご提案しています。 

親子で学びの冒険へ！旅育やってみよう！produced by JR 西日本グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回ご案内の取り組みは、SDGs の 17 のゴールのうち、特に 11 番に貢献するもの
と考えています。 

https://entry.jr-odekake.net/webapp/form/26553_hhnb_1/index.do
https://www.jr-odekake.net/railroad/kodomoodekake/
https://www.jr-odekake.net/railroad/kodomoodekake/tabiiku/
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民鉄による

「子育て応援」の取り組み

２０２４年１１月２５日（月）

一般社団法人 日本民営鉄道協会

Japan Private Railway Association



１

（一社）日本民営鉄道協会

①京王電鉄 小児運賃100%ポイント還元キャンペーン



２

（一社）日本民営鉄道協会

②西日本鉄道 小学生以下限定！電車運賃100%ポイント還元キャンペーン



３

（一社）日本民営鉄道協会

ご清聴ありがとうございました
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公営交通事業者の子育て応援等の取組について 
令和６年１１月２５日  

一般社団法人 公営交通事業協会  

○子育て応援等の取組事例として、会員等からの回答に基づき、今回取りまとめたもの。 

１． 地下鉄関係の子育て応援の取組（別添資料あり） 

① 東京都交通局（1～2 ページ） 

・ 地下鉄車両内に「子育て応援スペース」の設置。車両のフリースペースを活用し、

キャラクター等により装飾。 

・ 駅構内に 「こどもスマイルスポット」を開設。赤ちゃんや小さなお子様とのお出か

けをサポートする拠点として、液体ミルクや紙おむつ等の育児用品を購入できる自動販

売機、ベビーカーレンタルサービス、授乳室等を設置。 

② 横浜市交通局（3～4 ページ） 

・地下鉄駅構内に設置型「ベビーケアルーム」（mamaro）を導入（授乳、おむつ替え

や食事（離乳食）などの幅広いベビーケアに対応した個室ブース）。今年７月にセン

ター北駅、仲町台駅の構内に設置。授乳などを必要とされるお子様をお連れの方な

らどなたでも利用可。 

・授乳室；センター南駅改札外（部屋タイプ）管理運営・交通局、あざみ野駅改札外「あ

ざみ野赤ちゃん休憩室」（部屋タイプ）管理運営・青葉区子ども家庭支援課 

③ 京都市交通局（5～6 ページ） 

・地下鉄東山駅構内に、授乳、おむつ替えスペースとしても使用が可能な完全個室型の

ベビーケアルーム（mamaro）を引き続き設置。 

・地下鉄四条駅、東山駅、京都市役所前駅、太秦天神川駅に「子ども・若者未来応援自

販機」を設置し、紙おむつ、おしりふき等のベビー用品を販売（＋寄附型；売上の 

１部(1%)を「京都市はぐくみ未来応援事業」に寄付。）。 

④ 札幌市交通局（7～8 ページ） 

地下鉄3路線のうち南北線及び東西線の全編成各１両を「女性とこどもの安心車両」

として平日始発から午前９時まで運行。 

ベビーチェア・ベビーシートの設置；男女トイレともにベビーチェアー（全個室）

及びベビーシート（男女 1 か所ずつ）を設置。令和２年から８駅８カ所の改修を実施。 

今後も年２～３駅ずつ同様の改修を実施予定。 

⑤ 福岡市交通局（9～11 ページ） 

・ 令和６年度より全１８編成を新型車両に更新予定。今年度は３編成を更新。６号車

に子供連れや車いすの方等が快適に利用できるフリースペースを設置。小さなお子

様も景色が楽しめる大型の窓を設置。 

・ 車両の優先スペースの改修 ；優先席の対象に「小さなお子様」を追加。優先エリア

の壁と床の色を一般部と区別。 

・ エレベーターの優先利用案内の整備 ；案内サインの改修、ピクトグラムや２か国語

表記（英語）を追加。 

・ 令和５年までに４駅に授乳室を整備 ；地下鉄空港・箱崎線天神駅、中洲川端駅、博

多駅、七隈線博多駅 

・ お客様トイレの整備・改修；ベビーベッドやベビーチェアーの設置、一般トイレを

ベビーカーをたたまずに利用可。 

⑥ 名古屋市交通局（12～13 ページ） 

簡易設置型ベビーケアルーム（製品名：mamaro （ママロ）（授乳、おむつ替え、

食事（離乳食）などのベビーケアに幅広く対応。））を、令和５年９月に地下鉄金山駅

に設置。名古屋学芸大学の学生がラッピングデザイン。 

⑦ Osaka Metro（14 ページ） 

地下鉄６駅の構内に、ベビー用紙おむつが購入できる自動販売機を設置。（四つ橋線 



西梅田駅、住之江公園駅、千日前線 西長堀駅、堺筋線 扇町駅、北浜駅、御堂筋線    

なんば駅） 

２. 路線バス等へのベビーカーでの乗車について（別添資料あり） 

①  東京都交通局（１ページ）では、都営バス全路線において、2 人乗りベビーカーを 

折りたたまずに乗車可能。 

②  京都市交通局 （16 ページ）では、ベビーカーを折り畳まずにそのまま御乗車いただ

くことができるよう全市バス車両の前面にベビーカーマークの大型ステッカーを掲

出。 

③ 横浜市交通局 （17～18 ページ）、京都市交通局 （16 ページ）、伊丹市交通局 （19 ペ

ージ）等では、ベビーカー、二人乗りベビーカーでのバスへの乗車方法、ベビーカー

の固定方法等について、ＨＰ等で分かり易く説明。 

④ 青森市交通部（21 ページ）では、交通部ＨＰで、ベビーカーの乗車について案内。

バス前面上部への「車いす」や「ベビーカー」乗車のピクトサインの掲示及び各営業

所で「優先席」や「ベビーカー乗車への協力のお願い」ポスターを掲示する啓発活動

を実施。 

⑤ 他に、公営交通事業協会会員におけるベビーカーでの乗車については、１８会員の乗

合バス約 6,550 台中、96.2％の 6,303 台がそのまま乗車できるとしている。 

また、双子用ベビーカーについては、18 会員中 10 会員で、そのまま乗車できる

としており、10 会員の車両数ではその約 95％がそのまま乗車できるとしている。 

   （資料なし） 

３. 子育て世代に対する運賃等の割引について（別添資料あり） 

① 青森市交通局（バス）（21 ページ） 

青森市では、市内居住の小学生及び小学校就学前（1 歳から 6 歳）の児童に対して、

市営バスの運賃の助成を行い、バス運賃の無料化を実施。 

② 高槻市交通部（バス）（22 ページ） 

こうのとりパス、かるがもパス、おでかけパス等の運賃の割引による支援。 

・こうのとりパス；パスを持参の妊婦ご本人と＋付添い人（小学生以上の方）１名  

まで、それぞれ１００円でバスに乗車。 

・かるがもパス；パスを交付された赤ちゃんの１歳の誕生日まで同伴者２名までが 

市営バスに 100 円で乗車 

・おでかけパス；小学生 1500 円、中学生 3000 円で夏休み・冬休み・春休み期間

中、市営バスに乗り放題。 

③ 北九州市交通局（バス）（23 ページ） 

・妊婦の方は出産するまでの間、マタニティーカードの呈示で、バス運賃が５割引。 

・保護者同伴の 6 歳未満の幼児は、何人でも全員無料の優遇を実施。 

④ 福岡市交通局（地下鉄）（11・24 ページ） 

・土日・祝日及び福岡市立小学校の長期休業期間中、小学生を対象に企画乗車券を  

発売（地下鉄全線が１００円で１日乗り放題）。 

・保護者（親権者や監護者）が同伴する６歳未満の幼児は、何人でも無料とする施策

を実施。 

⑤ 他に、一部のバス会員では、以下の運賃割引等を実施。（資料なし） 

・運賃の割引等で、１歳以上・小学生未満のお子様は、小学生以上の同伴者１名に  

つき 2 人までは無賃等の割引を実施。 

・同一市内の小中学生に対し、遠距離通学の定期券の全額補助又は半額割引等の割引

を実施。 

・小学生のみ夏休み期間中エリアを限定した 1,000 円乗り放題パスを実施。 
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一般社団法人 日本旅客船協会 

資料４-６ 



子育て応援の取組について

令和６年１１月２５日

一般社団法人 日本旅客船協会



広い。

裸足で走り回れる。

「旅客船・フェリー」は、
小さなお子様連れのお客様を応援します。

１４１

４１

１

小笠原海運  授乳室 

２

安心。

ぐずっていても大丈夫。

３

楽しい。

はしゃいでもOK。

（他のお客様に気兼ねすることなくご利用いただける環境をつくります。）



子育てにやさしい船内環境の整備等の事例について①

〇旅客船・フェリーでは、小さなお子様連れの方々にも安心してご利用いただけるよう、船内のアメ
ニティ設備の整備・充実に努めています。

２

◎宮崎カーフェリー株式会社 フェリーたかちほ・フェリーろっこう における船内環境整備の事例

• キッズコーナー

小さなお子様が遊べるスペースを設置。

フェリーろっこうのキッズコーナー内には、
画面上の黒板の中のこびとやシャボン玉等
をタッチしたり線を引いたりすることができる
「こびとが住まう黒板」を常設。

• ベビールーム

授乳やオムツ替えなどにご利用いただ
ける部屋を設置。

室内の設備・備品として、流し台・おむつ
交換台・電気ケトル・ハンドソープ・洗剤・
ペーパーを常備。



子育てにやさしい船内環境の整備等の事例について②

３

◎マリックスライン株式会社 クインコーラルクロス・クイーンコーラルプラスにおける船内環境整備の事例

授乳室

キッズルーム



子育てにやさしい船内環境の整備等の事例について③

４

◎マルエーフェリー株式会社 フェリーあけぼの・フェリー波之上 における船内環境整備の事例

授乳室

コロナ禍の対応となりますが、与論島には医療施設が少なく島内では対応しきれ
ない症例の妊婦さん等、どうしても鹿児島や沖縄まで受診しに行く方法しかない
方に対して、NPO法人「よろん出産子育て応援隊あんまぁ～ず」からの依頼で、
２等客室運賃で感染リスクの少ない個室により近い寝台ベッドの部屋へ繰上げ対
応をすることで子育て支援を行ったことがありました。



お客様の多様化するニーズを踏まえ、シャワー・トイレ設備等を備えた個室の部屋数の拡充、ペッ
トと共に入室可能な部屋など利用目的に応じたバリエーション豊かな客室を整備するほか、レストラ
ン、大浴場等パブリックスペースの充実にも注力し、船内における居住快適性の向上に努めています。

＜特等和室＞ ＜ウィズペットルーム＞

＜大浴場＞

船内における居住快適性の向上に向けた取組について

＜レストラン＞＜ペットテラス＞

５

＜特等和室＞



船員の「接遇向上」や「子育て支援」等に関する
意識向上に向けた取組について

〇日本旅客船協会では、高齢者や障害のある方々が乗船する際の船側（船員）の対応方法の修
得、意識向上に向けて「安全講習会」を全国各地で開催しています。

〇同講習会では、ユニバーサル社会の実現に向けて、社会福祉協議会などの協力を得ながら、
船員の接遇向上に向けた座学研修のほか、手話や実践体験講習などを実施しています。
また近年、ご利用者が増えているベビーカー使用者の方々への配慮といった子育て支援の必

要性の再認識等、更なる意識向上に努めています。

【安全講習会の様子】

６



その他、乳幼児連れの方、妊婦の方などを支援す
ための取組について
① 乳幼児連れの方・妊婦の方などを、他のお客様より先に船内へご案内

  ② ベビーカー使用者に対する乗船客のご理解とご協力をお願いするポスターの
ターミナルや船内への掲示

③ 混雑時などにおいて、船内放送等で席の譲り合いをお願い

④ 乳幼児連れの方のエレベータ等の優先利用案内の掲示    等 

「旅客船・フェリー」は、子育てにやさしい高品質
の輸送サービスの提供に取り組んでおりますので、
ご旅行や帰省の際の交通手段として、また、観光地
における遊覧船など観光コンテンツの一つとして是
非ご利用いただきますようお願い申し上げます。 ７



一般社団法人 日本旅客船協会では、日頃、旅客船になじみのないこども達に乗船機会を提供し、海への親しみを深めること等を目的とし

て毎年、「こどもの日」及び「海の日」に小学生乗船無料キャンペーンを全国規模で、平成２５年度より実施しております。令和６年の海の日に
は、６９社８６航路で実施し、６，１９２人の小学生が参加しました。
乗船無料ではなく、グッズプレゼント、船内レストラン無料を行った事業者もありました。

８

２．参加小学生の人数

・「こどもの日」キャンペーン （回答者：５７者 回答率:１００％）

９，１３３人 （乗船無料：５，０７７人、グッズプレゼントのみ：２，９７５人、

船内レストラン無料のみ：１，０８１人）

・「海の日」キャンペーン （回答者：６９者 回答率:１００％）

６，１９２人 （乗船無料：３，３２３人、グッズプレゼントのみ：２，２９４人、

船内レストラン無料のみ：５７５人）

こども達に乗船機会を提供する取組(小学生乗船無料キャンペーン)について

回数 実施日 参加事業者数 参加航路数 

第１回 Ｈ２５．５． ５ （こどもの日）  ７３ ８５ 

第２回 Ｈ２５．７．１５ （海の日）  ７１ ８１ 

第３回 Ｈ２６．５． ５ （こどもの日） ８３ ９３ 

第４回 Ｈ２６．７．２１ （海の日） ６６ ６９ 

第５回 Ｈ２７．５． ５ （こどもの日） ７２ ８１ 

第６回 Ｈ２７．７．２０ （海の日） ６７ ７５ 

第７回 Ｈ２８．５． ５ （こどもの日） ６６ ８０ 

第８回 Ｈ２８．７．１８ （海の日） ６６ ７５ 

第９回 Ｈ２９．５． ５ （こどもの日） ６５ ７９ 

第10回 Ｈ２９．７．１７ （海の日） ６７ ７９ 

第11回 Ｈ３０．５． ５ （こどもの日） ６６ ８３ 

第12回 Ｈ３０．７．１６ （海の日） ７２ ８７ 

第13回 Ｒ 元．５． ５ （こどもの日） ７２ ８８ 

第14回 Ｒ 元．７．１５ （海の日） ７３ ８６ 

第15回 Ｒ ２．５． ５ （こどもの日） 新型コロナウイルスの関係で取り止め 

第16回 Ｒ ２．７．２３ （海の日） ３７ ４３ 

第17回 Ｒ ３．５． ５ （こどもの日） ３７ ４３ 

第18回 Ｒ ３．７．２２ （海の日） ５１ ６６ 

第19回 Ｒ ４．５． ５ （こどもの日） ４５ ５９ 

第20回 Ｒ ４．７．１８ （海の日） ５８ ７７ 

第21回 Ｒ ５．５． ５ （こどもの日） ４９ ６８ 

第22回 Ｒ ５．７．１７  （海の日） ６４ ８１ 

第23回 Ｒ ６．５． ５ （こどもの日） ５７ ７８ 

第24回 Ｒ ６．７．１５  （海の日） ６９ ８６ 

 

１．参加事業者 ・ 航路数の推移



小学生乗船無料キャンペーン参加事業者一覧

９

「こどもの日 第２３回 小学生無料乗船キャンペーン」参加旅客船事業者一覧 「海の日 第２４回 小学生無料乗船キャンペーン」参加旅客船事業者一覧



令和６年に実施したキャンペーンの広報用のポスターデザイン

１０



 

 

 

 

認定NPO法人 びーのびーの 

資料４-７ 



子育てにやさしい移動に
関する協議会

２０２４年１１月２５日

認定NPO法人びーのびーの

白石智子



認定ＮＰＯ法人びーのびーの事業

拠点
場の運営

情報発信

人材コーディネート
（訪問型家事/育児支援）

関連団体
運営事務局

横浜子育てサポートシステム
産前産後ヘルパー派遣事業 等

ネットワーク
子育てひろば全国連絡協議会、一般社団法人ラシク０４５
よこはま地域子育て支援拠点ネットワーク等

国際校庭園庭連合日本支部
子どもと家庭支援研究センター
全国子育てタクシー協会

2
Ⓒ 2024 認定NPO法人びーのびーの



はじめの１００か月の育ちビジョンの取組

びーのびーのは、こども家庭庁の「はじ
めの100ヶ月の育ちビジョン」地域コー
ディネーター養成事業のモデル団体とし
て、アクションポート横浜とともに4つ
の事業に取り組んでいます。
（事業実施期間：2025年3月末まで）

横浜（港北）こどもの育ち
まるごとスイッチON！



「赤ちゃんの誕生を

みんなで応援推進」活動

「産前産後のおうち」を活用し、子育て家庭（妊娠

期から産後間もない家庭）と高齢者の交流を行

う。地域コーディネーターは、子育て家庭に伴走

できる知識や力を発揮するとともに、子育て家庭

と高齢者を自然につなぐ役割を果たす。

「赤ちゃんとのふれあい体験推進」

活動を推進する側への普及活動

「ふれあい体験事業」において、参加する学生ま

たは関わる学校関係者及び地域の方に対して、

地域コーディネーターが「はじめの100か月の育

ちのビジョン」の広報普及活動を行う。

※体験活動とは別の枠組みとして、主催側に事前に

許可を取った上で行うものである。

「生活圏、道々での子育て

応援推進」活動
地域の商店や住民に「はじめの100か月の育ちのビ

ジョン」啓発用のカードやチラシを配布し、ビジョン

への賛同を呼び掛ける。地域コーディネーターが中

心となって啓発活動を行い、幅広い世代へのアプ

ローチが可能となる。商店に対しては、子育て家庭

の利用状況等の現況をヒヤリングや、商店同士の

交流会を実施、普及啓発も行う。

「こどもがまんなか食堂推進」活動

現在、地元企業（法人会や組合組織など）から

のボランティア希望者とともに、子育て支援現場

での配食やこども食堂での交流を行っている。こ

の事業において、地域コーディネーターもこども

食堂に同行し、「はじめの100か月の育ちビジョ

ン」の普及啓発を行うとともに、多世代の交流の

促進を行う。

01

４本の柱

１ ２

３ ４

高齢者や障がい児者のコミュニティへ
中高生とその保護者、教育機関へ

企業・商店主など、日々地域で
活動している事業者へ

こども食堂を応援してくれる
地域の方々へ



普及啓発
の
様子

＊こどもまんなか食堂

＊保育園行事

＊学生ボランティア交流会

＊子育て支援者のネット
ワーク会議

＊中高ふれあい体験事業



こどもまんなか社会って？

子育て当事者からの声

こども連れでの公共交通機関利用時

「すみません」ではなく

「ありがとうございます」
が増える社会へ



地域から社会全体へ！！
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